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衆
議
院
議
員
大
西
健
介
君
提
出
地
方
公
共
団
体
の
行
政
の
政
治
的
中
立
性
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
三
十
六
条
に
お
い
て
は
、
行
政
の
公
正
性
や
安
定
性
を
確

立
し
、
公
務
員
の
政
治
的
中
立
性
を
確
保
す
る
た
め
、
一
般
職
に
属
す
る
地
方
公
務
員
に
つ
い
て
政
治
的
行
為
の
制
限
を
定

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
お
尋
ね
の
「
地
方
公
務
員
法
の
定
め
る
行
政
の
中
立
性
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必

ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
個
別
の
事
案
が
同
条
の
規
定
に
違
反
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
個
別
具
体
的
な
事
情
に
よ

り
判
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
後
段
の
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
公
金

の
支
出
に
関
す
る
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
各
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
適
切
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
に
お
い
て
、
政
治
活
動
は
原
則
自
由
と
す
べ
き
と
の
考
え
方
に
基
づ
き
、

選
挙
運
動
期
間
外
に
お
け
る
政
治
活
動
に
係
る
新
聞
広
告
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
百
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
挨
拶

を
目
的
と
す
る
有
料
広
告
の
禁
止
及
び
同
法
第
百
七
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
選
挙
期
日
後
の
挨
拶
行
為
の
制
限
の
ほ
か
は
、

選
挙
運
動
と
認
め
ら
れ
な
い
限
り
に
お
い
て
は
、
同
法
上
特
段
の
規
制
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 



 

２ 

 

 
 

な
お
、
個
別
の
行
為
が
同
法
に
違
反
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
具
体
の
事
実
に
即
し
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。 


